
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

 

就
学
援
助
は
憲
法
２
６
条
の

「
教
育
を
受
け
る
権
利
」「
義
務
教

育
無
償
の
原
則
」
に
基
づ
き
、
学

校
教
育
法
第
１
９
条
に
お
い
て
、

「
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、
就
学

困
難
と
認
め
ら
れ
る
学
齢
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
は
、
市
町

村
は
必
要
な
援
助
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
制

度
で
す
。 

  

 

子
ど
も
の
新
入
学
を
迎
え
る
家

庭
で
は
、
新
１
年
生
に
必
要
な
ラ

ン
ド
セ
ル
、
制
服
、
体
操
服
な
ど

の
費
用
が
か
さ
み
、
経
済
的
に
も

大
変
で
す
。 

就
学
援
助
制
度
で
は
、
入
学
に

必
要
な
学
用
品
を
購
入
す
る
た
め

に
「
入
学
準
備
金
」
が
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
支
給
時
期
は
、
入
学
３

か
月
後
の
７
月
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。 根

本
み
は
る
市
議
は
、
２
０
１

６
年
１
２
月
議
会
で
、
入
学
前
で

も
申
請
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、

文
科
省
が
「
児
童
生
徒
が
援
助
を

必
要
と
す
る
時
期
に
速
や
か
に
支

給
で
き
る
よ
う
、
十
分
配
慮
す
る

よ
う
通
知
し
て
い
る
」
こ
と
を
示

し
て
、
入
学
前
へ
の
前
倒
し
支
給

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。 

国
会
で
は
、
日
本
共
産
党
の
畑

野
君
枝
衆
院
議
員
が
、
就
学
援
助

制
度
に
お
け
る
入
学
準
備
費
用
の

援
助
に
関
し
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
制

服
な
ど
の
購
入
に
間
に
合
う
よ
う

に
、
前
倒
し
支
給
へ
の
改
善
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
文
科
省
か
ら
入

学
前
の
前
倒
し
支
給
に
つ
い
て

「
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
は
可
能

だ
」
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
て
い

ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
実
り
、

２
０
１
７
年
度
、
入
学
前
の
前
倒

し
支
給
が
実
現
し
ま
し
た
。
保
護

者
か
ら
、「
大
変
助
か
っ
て
い
る
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
全
国
で

も
、
前
倒
し
支
給
の
自
治
体
が
大

き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
入
学
準
備
金
の
支
給
金

 

災
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ
の
生
活

再
建
支
援
の
県
の
補
助
制
度
が
創

ら
れ
、
支
援
対
象
世
帯
が
拡
大
、

金
額
も
増
額
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ

た
場
合
の
ほ
か
、
１
０
世
帯
以
上

の
住
宅
全
壊
被
害
の
あ
っ
た
市
町

村
（
人
口
１
０
万
人
未
満
の
市
町

村
は
５
世
帯
以
上
）
な
ど
と
被
害

世
帯
数
に
よ
り
支
援
の
対
象
が
限

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
数
年

の
間
に
、
稲
武
地
域
の
ダ
ウ
ン
バ

ー
ス
ト
、
豊
橋
市
の
竜
巻
の
よ
う

な
被
害
も
発
生
し
、
被
害
状
況
と

し
て
は
大
変
深
刻
で
す
。 

根
本
み
は
る
市
議
は
、
昨
年
９

月
市
議
会
で
災
害
支
援
金
額
の
増

額
、
対
象
の
拡
大
を
県
に
要
望
す

る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
が
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
市
と
し
て
の
支
援
制
度

を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
。  

 

こ
れ
ま
で
に
も
、
東
海
豪
雨
に

よ
る
被
害
へ
の
対
応
と
し
て
、
大

村
議
員
が
災
害
救
助
法
の
適
用
以

外
の
支
援
策
を
提
起
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
市
独

自
に
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

の
支
給
が
決
定
し
ま
し
た
。 

県
議
会
で
も
、
日
本
共
産
党
の

し
も
お
く
県
議
が
「
１
世
帯
か
ら

で
も
支
援
す
る
制
度
を
」
と
求

め
、
こ
れ
ま
で
対
象
と
な
ら
な
か

っ
た
世
帯
に
も
支
給
さ
れ
、
支
給

額
も
最
大
１
０
０
万
円
か
ら
３

０
０
万
円
に
増
額
し
、
支
援
制
度

が
拡
充
し
ま
し
た
。 

 

 

住宅の被害に応じた基礎支援金 
最大 100 万円 

（全壊・解体・大規模半壊） 

住宅の再建方法に応じた加算支援金 
最大２00 万円 

（建設・購入・補修・賃貸） 

合計 最大３００万円 

豊田市が支給した額のうち、2分の 1を愛知県が補助 

稲武のダウンバーストの被害状況 

 

就学援助の対象世帯の 

 所得基準 
 

豊田市 １．３倍 

みよし市 
  

刈谷市 
  

知立市 １．３倍を 

日進市 超えている 

幸田町 
  

東浦町 
  

 

額
が
、
小
学
校
で
２
万
４
７
０
円
、

中
学
校
で
２
万
３
５
５
０
円
で
し

た
。
靴
、
カ
バ
ン
、
体
操
服
な
ど
、

実
際
に
か
か
る
費
用
と
の
差
は
大

き
く
開
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
根

本
市
議
は
議
会
で
増
額
を
求
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
支
給
額

の
約
２
倍
に
増
額
を
実
現
し
ま
し

た
。 

  

就
学
援
助
の
対
象
と
な
る
生
活

保
護
世
帯
に
準
ず
る
「
準
要
保
護

世
帯
」
の
対
象
の
基
準
で
は
、
生

活
保
護
基
準
の
１
・
３
倍
を
超
え

て
い
る
と
こ
ろ
が
６
市
町
村
あ
り

ま
す
（
表
参
照
）。
み
よ
し
市
の
よ

う
に
１
・
５
倍
ま
で
拡
大
し
て
い

る
市
が
あ
る
中
、
学
校
教
育
法
に

基
づ
き
「
必
要
な 

援
助
」
が
受
け 

ら
れ
る
よ
う
に
、 

基
準
の
拡
大
が 

求
め
ら
れ 

て
い
ま
す
。 

          

 



 

全
国
で
８
月
の
広
島
、
長
崎
を

目
指
し
歩
き
、
毎
年
の
べ
１
０
万

人
が
行
進
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

今
年
、
豊
田
市
内
を
歩
く
の
は
、

６
月
２
日
（
土
）。
１
８
時
に
豊
田

市
駅
西
の
マ
ッ
ク
前
広
場
で
出
発

集
会
を
開
い
て
か
ら
、
中
心
地
を

行
進
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

  

●
４
月
１
５
日
（
日
） 

 
・
１
３
時
～
１
４
時 

 

・
豊
田
市
駅
デ
ッ
キ
上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
括
法
案
か
ら
、
デ
ー
タ
ね
つ

造
に
よ
っ
て
裁
量
労
働
制
の
適
用

業
務
拡
大
は
削
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
」（
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
制
度
）

は
法
案
に
残
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
の
違
い
を
こ
え
て
労
働

組
合
と
の
共
同
、
市
民
や
他
の
野

党
の
皆
さ
ん
と
の
共
闘
を
重
視
し

て
、
法
案
を
撤
回
さ
せ
る
た
め
に

力
を
尽
く
し
ま
す
。 

不
祥
事
が
続
く
安
倍
内
閣
が

「
働
き
方
改
革
」
一
括
法
案
を
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は

「
最
重
要
法
案
」
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調

査
で
は
同
法
案
の
反
対
が
多
数
。 

ウ
ソ
と
隠
ぺ
い
の
安
倍
政
権
の

姿
は
、「
働
き
方
改
革
」
を
め
ぐ
っ

て
も
あ
ら
わ
で
す
。
裁
量
労
働
制

に
関
す
る
労
働
時
間
デ
ー
タ
の
ね

つ
造
に
、
野
村
不
動
産
で
起
き
た

過
労
自
殺
の
隠
ぺ
い
等
、
国
民
や

国
会
を
あ
ざ
む
く
安
倍
政
権
に

「
働
き
方
改
革
」
一
括
法
案
を
出

す
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

森
友
学
園
の
土
地
は
８
億
円

も
値
引
き
。
値
引
き
理
由
だ
っ
た

地
下
廃
棄
物
は
、
ま
だ
存
在
が
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
総
理
が
関
与

し
て
い
な
い
と
国
会
で
答
弁
し
た

た
め
か
、「
財
務
省
」
が
公
文
書
を

改
ざ
ん
。
佐
川
氏
は
証
人
喚
問
で

証
言
を
拒
否
。
国
民
の
多
く
が
納

得
し
て
い
な
い
。
近
畿
財
務
局
の

職
員
は
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
。 

厚
労
省
の
デ
ー
タ
ね
つ
造
や
、

防
衛
省
の
日
報
隠
ぺ
い
、
ウ
ソ
の

答
弁
で
国
会
や
国
民
は
だ
ま
さ

れ
、
総
選
挙
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ

で
は
三
権
分
立
が
壊
さ
れ
、
独
裁 

政
治
と
な
る
。
こ
ん
な
内
閣
に
９

条
改
憲
を
語
る
資
格
は
な
い
。 

『
こ
れ
か
ら
の
日
本
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
』（
前
川
喜
平
ら
著
）
を

読
ん
だ
。
加
計
学
園
問
題
で
は
、

前
川
氏
の
証
言
が
端
緒
を
開
い

た
。
公
務
員
は
、
実
態
を
把
握
し
、

課
題
を
把
握
し
、
そ
の
解
決
策
を

検
討
し
て
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
国
民
の
た
め
に
最
善
を
考
え
る

方
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
ん
な
公
務
員
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
、
と
心
に
響
い
た
。 

（
元
公
務
員 

本
多
弘
司
） 

 

 

 

 

  

 

国
民
平
和
大
行
進
は
、
１
９
５

８
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
今
年
は
、

６
０
周
年
に
な
り
ま
す
。 

被
爆
者
が
呼
び
か
け
た 

核
兵
器
廃
絶
の
国
際
署
名
運
動 

 

昨年の豊田市内の行進のもよう 

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
門
前
で
宣
伝
を

行
う
共
産
党
市
議
団
。
２
月
） 

 

 


